
 

 

 

 

 

 「個別の教育支援計画」は、長期的な視点で必要な支援を継続するための計画です。

関係者が、お子さん（以下、本人）や保護者の願い、支援内容、合理的配慮（＊）、

支援方法等の情報を共有し、適切な支援に生かします。 

 適宜、見直しを行い、支援の継続や変更を検討します。 

 

 

  ◯本人の願いや困りを第一に考え、本人、保護者と一緒に学校が作成します。 

  ◯個別の教育支援計画は、本人、保護者のものであり、進学、転学の際に本人、

保護者から進学先、転学先の学校にご持参ください。 

  ◯個人情報保護の観点から、本人や保護者の同意なく個別の教育支援計画を第

三者に提供することはありません。 

  

 

  ◯全てを一度に書き込む必要はありません。空欄があってもよいです。 

  ◯関係諸機関の情報は変更があったら適宜修正します。赤で修正するとわかり

やすくなります。 

  ◯合理的配慮は、本人、保護者、学校の三者で合意された配慮事項を記述しま

す。評価も、本人、保護者、学校の担当者が一緒に行います。 

  ◯支援につながる情報・資料があれば、学校の担当者まで提供をお願いします。 

 

  ＊合理的配慮については、千葉市養護教育センターのリーフレットをご覧ください。 

   （http://www.cabinet-cbc.ed.jp/youse/goritekihairyo.rihureto.pdf） 

  

１ 個別の教育支援計画について  

２ 個別の教育支援計画は本人、保護者のものです。  

３ 個別の教育支援計画を書く際のポイント  
  

 保護者の皆様へ 

http://www.cabinet-cbc.ed.jp/youse/goritekihairyo.rihureto.pdf
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 個別の教育支援計画 記入例①（保護者記入ページ）  

保護者の承諾なく関係諸機関に提示はしま
せん。管理には十分注意していきます。 

連携・連絡を取る
必要がある場合
には担当、担任名
なども書いてく
ださい。 

 

最新の情報がよ
いので、更新する
毎に記入してく
ださい。その際、
変更日の追記も
お願いします。 

 

療育センターで
の指導や民間の
個別指導なども
記入してくださ
い。（診断をした
医師名、担当者
名、診断日も） 

 

現在一緒に生活
している家族に
ついて記入して
ください。 

診断名がはっ
きりしない場
合は未記入で
構いません。 
＊＊疑いの場
合は記入して
ください。 

 

診断またはニ
ーズの高まり
に至るまでの
経緯を簡潔に
記入してくだ
さい。 

 

頻繁に見られ
る苦手さ、困り
を記入してく
ださい。 

更新した場合
は、適宜書き足
したり、削除し
たりしてくだ
さい。 

書ける範囲で
記入してくだ
さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面
談
時
に
確
認
し
た
内
容
を
学
校
の
担
当
者
が
記
入
し
ま
す
。 

 個別の教育支援計画 記入例②（願い・支援方針・関係機関） 

策定した際に確認し、同
意する場合に保護者が
証明します。 

主な相談内容、服
薬の状況、目的な
ども記入します。 放課後支援、福祉的サービス

などを記入します。 

内容が変わっ
たら、適宜修
正します。 

習い事や塾または特徴的な
生活について記入します。 

年齢や状況に応
じてどの程度の
スパンが適切か
検討します。 

家庭での様子や取組につい
て記入します。 

本人の願う生
活に近づくた
めの目標を設
定します。 

本人や保護者の
願いを受けて、
学校側の視点も
加え支援方針を
まとめます。 
 

本人自身がと
らえている内
容をまとめ、
記入します。 

本人の肯定的
側面の理解や
支援の手がか
りとして活用
できる内容を
記入します。 
 

学年が変わった時に新規
作成し、貼り付けます。 

保護者が考え
る本人の興味
関心や魅力を
記入します。 
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             個別の教育支援計画 記入例③(合理的配慮の記載)    

実態に応じて
本人の自署を
求めます。署名
後にコピーし、
保護者にお渡
しします。 

成果や課題を整
理し、継続事項
や再検討事項を
明確にします。
最後に、評価を
行ったメンバー
で署名します。
引継ぎに活用し
ます。 

策定日は、総合的な支援の方針に基づいた
合理的配慮に同意した日を記載します。見
直しは年度内に行います。 

見直し日や総合評価日に
まとめます。有効性や継続
の必要性、経過などを記述
します。その際、必ず日付
も記載します。 

具体的な配慮事項を
記述します。３観点
１１項目における位
置付けも記入しま
す。 

優先順位は、
１、２、３…
などの数字、
高、低、時々
などの言葉
で示します。 

配慮が必要
な状況、支援
の方針を記
述します。 

学年が変わった時に新規作成し、貼り付けます。合理的
配慮の記載量が多い場合も追加していきます。 


